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下松市制施行８５周年記念市勢要覧作成業務公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 趣旨 

本要領は、下松市制施行８５周年記念市勢要覧作成業務の受託者となり得る者を、

公募型プロポーザル方式により特定するための事務（以下「プロポーザル」という。）

について必要な事項を定めたものである。 

 

２ 業務の概要 

(１) 業務名 

   下松市制施行８５周年記念市勢要覧作成業務 

(２) 業務内容等 

別紙「下松市制施行８５周年記念市勢要覧作成業務公募型プロポーザル仕様書（以

下「仕様書」という。）」のとおり。ただし、仕様書を満たさない場合であっても具体

的な代替案が提案できる場合はこの限りではなく、仕様書は本市が業務成果として

求める最低限の内容を示すものであり、特定された者の企画提案内容に応じて契約

段階で仕様を変更することがある。 

(３) 委託期間 

契約締結日から令和６年１２月２７日（金）まで 

(４) 委託料上限額 

   ５，０００，０００円（消費税及び地方消費税の額を含む。） 

※なお、この額は予定価格ではない。 

 

３ 担当課 

地域振興部地域政策課 

〒７４４－８５８５ 山口県下松市大手町３丁目３番３号 

電話番号：０８３３－４５－１８０２ 

ＦＡＸ番号：０８３３－４５－１８４９ 

電子メール: kouhou@city.kudamatsu.lg.jp 

 

４ 選定審査方法等 

(１) 方式 

公募型プロポーザル方式 

(２) 選定審査実施機関 

下松市制施行８５周年記念市勢要覧作成業務公募型プロポーザル審査委員会  

(３) 選定審査方法 

参加表明書類及び企画提案書類の内容、企画提案書に基づくプレゼンテーション

及びヒアリングを基に、本市が設置する「下松市制施行８５周年記念市勢要覧作成

業務公募型プロポーザル審査委員会」が別表１の評価項目等により審査を行い、最

も評価点が高く、かつ、標準点数（全体の６０％）以上である参加事業者を本業務の

受託に最も適した者（以下「優先交渉権者」という。）として選定する。 
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５ 実施スケジュール（予定） 

(１) 公告 令和６年４月１９日（金） 

(２) 参加表明書類受付期間 令和６年４月１９日（金）～令和６年４月３０日（火） 

(３) 実施要領等に関する質問書受付期限 令和６年４月３０日（火） 

(４) 企画提案書提出期間 令和６年４月１９日（金）～令和６年５月８日（水） 

(５) プレゼンテーション 令和６年５月１６日（木） 

(６) 審査結果通知 令和６年５月２０日（月）頃発送 

 

６ 参加資格要件 

次に掲げる事項を全て満たしていることを要件とする。 

なお、資格要件の確認基準日は、参加表明書の提出日とし、契約締結までの期間に

参加者が資格要件を欠くような事態が生じた場合は、契約締結はできないものとする。 

(１) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当し

ないこと。 

(２) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立て

又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立

てが行われていないこと。ただし、会社更生法に基づく更生手続開始の決定を受

けた者又は民事再生法に基づく再生計画認可の決定（確定したものに限る。）を受

けたときは、この限りでない。 

(３) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第

２条第２号に規定する暴力団、暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員

をいう。以下同じ。）又は暴力団員と関係を有していないこと。 

(４) 公告の日から審査選定の日までの間のいずれの日においても、本市若しくは他

の地方公共団体又は国から競争入札に係る指名停止措置を受けていないこと。 

(５) 国税及び地方税を滞納していないこと。 

(６) 令和５・６年度下松市競争入札参加資格名簿に登録があること。 

 

７ 参加表明 

(１) 提出書類 

  ア 参加表明書（様式第１号） 

イ 会社概要調書（様式第２号） 

ウ 業務受託調書（様式第３号） 

（２) 提出方法 

担当課に持参又は郵送することとする。ただし、郵送の場合は、送付記録が残る

方法にて提出期間内に必着とすること。 

(３) 提出期間 

令和６年４月１９日（金）から令和６年４月３０日（火）まで 

受付時間は、休日を除く午前８時３０分から午後５時までとする。 

(４) 参加資格審査 
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提出された参加表明書類により、担当課において参加資格の有無を審査し、参加

表明書類を提出した全ての事業者に、文書で参加資格の確認結果を通知する。 

 

８ 質問及び回答 

(１) 質問ができる者等 

質問ができる者は、参加表明の予定がある者とし、質問内容は、参加表明書類及

び企画提案書類の作成及び提出に必要な事項並びに業務実施に係る条件に限るもの

とする（評価及び審査に関する質問並びに提案内容に関する質問は一切受け付けな

い）。 

(２) 質問方法 

質問書（様式第４号）に必要事項を記入の上、担当課に持参、電子メールにより提

出すること。 

(３)  実施要領等に関する質問書提出期限 

令和６年４月３０日（火）午後５時 

(４) 回答方法 

質問に対する回答は、質問を受理した日から起算して原則２日（休日を除く。） 以

内に、質問者に対して電子メールにて通知する。また、受理した質問のうち、重要と

思われる質問の回答については、その都度、本市のホームページにおいて公開する。 

ホームページに掲載した回答事項については、本実施要領と一体のものとして効

力を有するものとする。したがって、質問の有無に関わらず確認すること。 

 

９ 企画提案 

(１) 提出書類 

  ア 企画提案書 正本１部 副本８部 

様式、縦横の向き、ページ数は自由とするが、Ａ４サイズとすること。Ａ３の折

込みは可。正本には、表紙に企画提案書（様式第５号）を添付すること。 

仕様書を参照し、本業務の目的を理解した上で、コンセプト・企画方針を具体的

に記載すること。また、具体的なデザインがイメージできるよう、表紙、目次、代

表ページを盛り込むこと。 

イ 参考見積書 正本１部、副本８部 

様式は自由とするが、正本には代表者印を押印すること。 

(２) 提出方法 

担当課に持参又は郵送すること。ただし、郵送の場合は、送付記録が残る方法に

て提出期間内に必着とすること。 

(３) 提出期間 

令和６年４月１９日（金）から令和６年５月８日（水）まで 

受付時間は、休日を除く午前８時３０分から午後５時までとする。 

 

10 プレゼンテーション及びヒアリング 

参加資格を有し、企画提案書類を提出した者を対象に、プレゼンテーション及びヒ
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アリングを実施する。企画提案書類を提出した者は、提出した企画提案書に沿ってプ

レゼンテーションを実施すること。 

(１) 実施日（予定） 

令和６年５月１６日（木） 

   ※実施順及び時間割等は、別途通知する。 

(２) プレゼンテーションの実施者（人数） 

業務責任者を含めた３人以内とし、主に業務に携さわる者（主担当）が説明する

こと。 

(３) 所要時間（予定） 

   プレゼンテーション（提案説明）の時間は２０分、ヒアリング１０分程度とする。 

(４) 機材 

プロジェクター、スクリーンは本市で用意するが、パソコンその他必要な物品は

参加事業者が用意すること。 

(５) その他 

   ヒアリングにおいて、企画提案書に記載のない新たな提案を行うことは認めない。 

ヒアリングの実施方法、日時、場所及び留意事項等の詳細については、資格審査

結果通知以後に改めて通知する。 

(６) 審査結果の通知 

下松市制施行８５周年記念市勢要覧作成業務公募型プロポーザル審査委員会で審

査を行い、プレゼンテーション及びヒアリングを行った全者に、結果を文書で通知

するとともに、優先交渉権者の名称を公表する。 

 

11 契約 

審査結果に基づき優先交渉権者と業務内容について協議し、随意契約の交渉を行う。 

優先交渉権者が辞退したとき、優先交渉権者が資格要件を欠くと判断されたとき、

又は随意契約の交渉が不調となったときは、次点者と業務内容について協議し、随意

契約の交渉を行う。また、企画提案で提出された参考見積書は、契約金額を保証する

ものではないため、契約段階において改めて見積書の提出を求めるが、その金額は参

考見積書の範囲内の額とする。 

 

12 失格事項 

次のいずれかに該当した場合は、失格とする。 

(１) 提出書類の提出方法に適合しないもの 

(２) 提出書類の作成様式及び記載上の留意事項等に適合しないもの 

(３) 提出書類に記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの、また、記

載すべき事項以外の内容が記載されているもの 

(４) 提出書類に虚偽の内容が記載されているもの 

(５) 市が提示した委託料上限額を超える額の参考見積書を提出したもの 

(６) 本プロポーザルに関して担当課以外の関係者と接触を図ったもの 

(７) プレゼンテーション及びヒアリングに出席しなかったもの 
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(８) その他、本プロポーザルに関して不適切な行為があった場合 

 

13 その他 

(１) 参加に係る一切の費用は、参加表明者の負担とする。 

(２) 提出書類を郵送により提出する場合は、不達及び遅配を原因とする参加事業者

の不利益が生じても、本市はその責めを負わない。 

(３) 提出書類は、提出期限までは記載された内容の追加、変更等を行うことができ

るものとする。ただし、記載された内容の追加、変更を行う場合は、提出書類を

一旦持ち帰り、提出期限までに、改めて内容の追加、変更等を行った書類を提出

すること。 

(４) 提出期限を過ぎた後は、提出書類の追加、変更はできないものとする。 

(５) 提出書類は、返却しない。 

(６) 提出書類は、参加事業者に無断で公表及び本プロポーザル以外での使用はしな

い。ただし、本プロポーザルの手続き及びこれに係る事務処理に必要な範囲にお

いて、複製、保存等を行う。 

(７) 参加事業者が１者のみであっても、参加資格を有する者であれば本プロポーザ

ルを実施する。 

(８) 本プロポーザルにおいて使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨とす

る。 

(９) 提出書類の作成に用いる単位は、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５

１号）に定める単位又は本市が認める単位に限るものとする。 

(10) 各様式の記載欄の大きさ等については、記載量により適宜変更できるものとす

るが、様式の記載事項等は変更しないこと。 

(11) 各様式の記載に用いる文字のサイズは、原則として 12 ポイント以上とするこ

と。ただし、必要な注記、ふりがな及び掲載図等中の記載文字は、この限りでな

い。 

(12) 提出期限までに提出書類を提出した事業者に対して、本市から提出書類の内容

についての疑義照会又は追加資料の提出を求めることができる。 

(13) 選定した事業者との契約手続き及び契約書は、下松市契約規則（平成２７年下

松市規則第７号）の定めるところによるものとする。なお、契約締結後において

本プロポーザルにおける失格事項又は不正と認められる行為が判明した場合は、

契約を解除できるものとする。 

(14) 審査内容は非公開とする。また、審査及び選定結果等に関する異議申立ては受

け付けない。 
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別表１ 

評価項目 評価する視点 配点 

１ 業務遂行 

①人員体制 
・本業務を実施するために十分な体制が確

保されているか。 

３０ 

②業務実施条件 
・適切な技術水準を確保し、確実に業務を

遂行できるか。 

③理解度 
・本市の地域特性を理解しているか。 

④スケジュール 
・適切なスケジュールや業務フローが構築

され、提案内容に実現性があるか。 

２ 企画構成 ①企画立案 

・本業務の目的を理解したコンセプトとな

っているか。 

３０ 
・工夫のある取組みや企画及び構成の着眼

点が優れているか。 

・読者の関心を高める内容になっている

か。 

３ デザイン ①デザイン編集技術 

・文字やデザインが見やすく、分かりやす

い文章校正になっているか。 

３０ 
・適切な配置バランスで全体の印象は優れ

ているか。 

・市の魅力や住みよさを感じさせる仕上が

りがイメージできるか。 

４ コスト評価 ①参考見積額 
・提出された見積の額について、一定の基

準により評価 
１０ 

合 計 １００ 

 


